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意見 対応経過及び結果 

駅前にある岩多屋が店を閉めて人通りがなくなったようである。せっかく駅前のロー

タリーが良くなったのに大きな建物ががらんとしていては活気がなく寂しい限りで

す。駅前という立地条件の良い場所を活用するために岩多屋の建物を人々が集うコミ

ュニティの場所にしてはどうですか。例えば喫茶店や食事のできる場所ができれば自

然と人が集まってきてサロンのような場所になり、高齢者も家に引きこもることもな

く、楽しい場所ができれば外出の機会も増え、おしゃべりをする場所ができ、健康的に

なるのではないだろうか。浜田にはそういった気軽に集える場所がないので以前から

不満に思っていました。実は私も高齢者なのでそういった場所がないために外出の機

会が減っています（特に去年から今年にかけてコロナのため）ぜひそういった場所を

つくってください。 

コロナ禍において停滞している高齢者の方々のサロン

等における活動促進を図る必要があると考えています。 

また、ご指摘の駅前エリアは、中心市街地として浜田市

において重要な地域との認識です。 同地域においては、

若者からも居場所を求める声を聴いています。 

駅前地域のあり方については、まちづくりの視点を入れ

て協議していきたいと思います。（総務文教委員会） 

行政はしきりにまちづくり、まちづくりと言いますが、まちづくりとは何かを考えた

こともないような町内会長が惰性的に役についているところもある。町内会長を引き

受けた人は必ず定期的に講習を受けて勉強しなければならないような仕組みをつくっ

てほしい。 

一律の講習実施は難しいと思いますが、地域の実情を踏

まえ、実施できる仕組みがあれば良いと思います。なお、

講習という形だけではなく、まちづくりへの意識醸成を

積極的に図る必要があると思います。（総務文教委員会） 

まちづくりセンターへの期待は全くしていない。 

「まちづくりの拠点」になるには、まだまだ時間が必要、職員も育っていない。社会教

育に重点をおいてほしい。 

ご指摘のように時間も必要と思われますが、まちづくり

センターを中心に、人材育成をはじめ、社会教育を重点

としたまちづくりの拠点として機能するよう、議会とし

ても働きかけてまいります。（総務文教委員会） 

市民の考え、暮しぶりを知るためにどんどん地域に出向いてほしい。 
いただいたご意見は真摯に受け止め、前向きに取り

組みます。（議会運営委員会） 

「議会だより」は見やすく、内容も充実している。 
ありがとうございます。引き続きより良い紙面にな

るよう努めます。（議会広報広聴委員会） 


